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1 ．はじめに
　 6 年 次 の 選 択 実 習 としてマレーシアを 選 び，２０１6年 4 月 4 日 から 4 月２２日 までUniversiti Teknologi 
MARAで実習をさせていただきました。マレーシアに行くにあたり準備するもの，実習の様子，日常生活
についてなどをまとめました。マレーシアの魅力を伝えられたらいいと思います。
2 ．準備
　マレーシアに行くにあたり準備しなければならないものは，まず英語力だと思います。UiTMでは英語で
医学教育をしており，講義，ディスカッションは英語で行われます。そのため，現地学生の英語力はかなり
高いです。また，私たちとの日常会話も英語で行われます。そのため，英語の勉強は必須だと思います。私
は英語を勉強するにあたり，スカイプ英会話（３０分/日）を利用しました。また，医学英語については
１００cases，キクタンメディカルを利用しまいした。１００casesは英語で，ある症例について書かれており，こ
の疾患は何であるかということを考える問題集です。この問題集を使い，マレーシアに行くグループで週 １
回， １ 時間程度，英語でディスカッションを行いました。医学英語は講義，ディスカッションで頻発します
ので，医学英語は知っている分だけ得です。日常英語についても現地学生とより交流するために必要です。
英語が喋れる分だけマレーシアでの生活もより楽しいものになると思います。
　次に，現地に持っていくものとしての準備は，
・スーツ（ジャケットは使わない）
・白衣
・聴診器など実習道具
・授業料，家賃（授業料：１５００RT，家賃：７０RT/日）
・お土産（現地の先生，事務，生徒用）
・SIMフリーの携帯電話（もしくはWi-Fiルーター）
です。その他，バスタオル，ハンガー，シャンプなどの日用品などは現地でも買えます。そのため，日本か
ら日常生活品をほとんど持っていかずとも何不自由なく生活は送れると思います。お土産に関しては，多く
の現地の学生と接することになるのでたくさん持っていった方がいいと思います。私たちはあまり用意して
いかなかったので，誰にあげるべきなのかなど色々と悩みました。SIMフリーの携帯電話は，あった方が便
利です。私の携帯電話はSIMフリーに対応していなかったのでWi-Fiルーターを日本で借りて行きましたが，
SIMフリーの方が便利であるように感じました。
３ ．実習
　当初の計画では ２ 週間をプライマリケアで， １ 週間を感染症科でということでしたが，向こうの事情によ
り ３ 週間プライマリケアで実習を行うこととなりました。しかし，現地学生の計らいにより感染症科の実習
も少しすることができました。感染症科ではマラリア，結核，HIVなどの症例を経験しました。また，感染
症科の先生に講義もしていただきました。プライマリケアでは現地の学生に混じり簡単な処置やドクターの
診察の見学などを行いました。UiTMでは学生が先生の監視なしに色々な処置を積極的にしており，日本と
のギャップを感じました。
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　実習は ３ グループに分かれて行いました。自分のペアーである現地学生と同じグループに所属し，実習を
行 いました。 実 習 場 所 は，Klinik Kesihatan Taman Ehsan（KKTE），Klinik Kesihatan Sungai Buioh
（KKSB），Selayang Campus（SC）の ３ キャンパスがあり，その日によって実習場所が変わります。SC以
外のキャンパスは距離が離れているので現地の学生が車で送迎してくれました。そのため，実習するキャン
パスによって朝の集合時間が変わります。早い時は ７ 時２０分集合でした。実習は午前の部（ 8 ， ９ 時～），
午後の部（ ２ 時～）に分かれており，午前は病院で実習，午後はレクチャー（現地学生が疾患についてプレ
ゼン講義）やグループディスカッションなどでした。遅くとも１７時には実習が終わります。
４ ．現地での生活
　宿舎はSelayang Campus内にあります。宿舎は日本人メンバーとルームシェアですが， １ 人 １ 部屋もらえ
ます。部屋にはトイレ，シャワー，クーラーが完備されています。しかし，お湯がでるシャワーは １ 部屋し
かなく，その他の部屋は冷水でのシャワーとなります。Wi-Fiは場所によっては使えますが，電波が安定し
ておりませんでした。
　食事は １ 食２００円程で食べられます。食べ物はスパイシー系のものが多く，飲み物は甘いです。スパイシー
フードが好きな人にはたまらないと思います。ただ，スパイシーフードが苦手な方でもスパイシーではない
食べ物もあるので安心していいと思います。安くて美味しかったです。
５ ．自由時間，現地学生
　実習が終われば，その後は自由時間となります。毎晩，現地の学生がご飯や遊びに連れて行ってくれます。
夕食後にナイトマーケットに行ったり，ホタルを見にいったりと様々です。もちろん，休日も遊びに連れて
行ってくれます。私たちは，クアラルンプール，ブロガーヒル，ブルーモスクなどに連れて行ってもらいま
した。行きたいところを言えばそこへ連れて行ってくれ，希望がなければおすすめの場所へ連れて行ってく
れます。
３ 週間お世話になった現地の学生感染症科Dr.Yazli
学生海外研修レポート 73
　現地の学生，先生方はとても親切で，とても面倒見がいいです。私の拙い英語も真剣に聞いてくれ，理解
しようと心がけてくれます。現地学生とたくさん交流をすることで，イスラム教のこと，マレーシアの文化，
現地での様子など様々なことを理解することができ，マレーシアでの生活はより充実したものになります。
自分の英語に自信がなくても積極的に話かけた方がいいと思います。また，マレーシアではKiroroの「未来
へ」が有名であり，車内で一緒にカラオケをしていまいした。
６ ．最後に
　マレーシア発展途上国であり，医療レベルはそんなに大したことはないんではないかという偏見があると
思いますが，そのようなことはありません。私は日本の医療レベルと大差ないのではないかと感じました。
確かに機材などは豊富ではなく，必要でない限りCTなどは撮りません。しかしその分，身体所見や症候か
ら何が考えられるのかということをしっかりと考えます。現地学生の勉強への意欲は高く，いい刺激になり
ました。
　UiTMでの実習はとても充実しており，有意義な ３ 週間を過ごせました。この様な機会を与えて下さった
総合診療科の山城教授，またお世話になった現地の先生方，学生の方々に心より感謝申し上げます。
ブローガヒルでの集合写真
前日入りし，朝 5時頃から登り始めました。
